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お
わ
り
に 

  

和
泊
町
は
昭
和
五
十
五
年
五
月
に
、
町
政
施
行
四
十
周
年
を
迎 

え
た
。
こ
れ
を
機
会
に
記
念
事
業
が
企
画
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
事 

業
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
中
で
も
町
誌
刊
行
と
い
う
こ
と
が
冒
頭
に 

と
り
あ
げ
ら
れ
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
真
に
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の 

は
、
和
泊
町
に
は
ま
だ
町
誌
と
銘
打
っ
た
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ 

る
。
む
し
ろ
遅
す
ぎ
た
感
さ
え
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
町
誌
と
銘
打
っ
た
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
に
代
わ
る 

も
の
と
し
て
、
郷
土
先
輩
方
の
蘊
蓄

う
ん
ち
く

を
傾
け
た
貴
重
な
研
究
の
玉 

稿
、
尊
い
労
作
に
基
づ
く
「
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
」
と
い
う 

Ａ
五
判
四
百
二
十
ペ
ー
ジ
に
の
ぼ
る
、
質
量
と
も
に
重
厚
な
書
冊 

の
あ
る
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和 

三
十
一
年
に
初
版
刊
行
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
に
明
治
百
年
記
念 

事
業
の
一
環
と
し
て
改
訂
増
補
さ
れ
た
も
の
で
、
郷
土
に
つ
い
て 

の
調
査
研
究
に
不
自
由
さ
は
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

改
め
て
町
誌
刊
行
と
な
る
に
し
て
も
、
こ
の
「
郷
土
史
資
料
」 

を
主
軸
と
し
て
稿
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
だ
れ
し
も
が 

                          

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
委
員
一
同
も
そ
の
よ
う
に
話
し
合
っ
た 

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
さ
ら
に
追
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
相
当 

予
想
さ
れ
た
。
で
あ
る
と
す
る
と
町
誌
を
一
冊
だ
け
に
収
録
す
る 

こ
と
は
到
底
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
話
し
合
い
の
結
果
、
思
い
切
っ 

て
民
俗
編
と
歴
史
編
と
に
分
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
こ
と
が
決
ま
っ
た
後
で
、
町
誌
編
さ
ん
の
た
め
の
資
料
収 

集
に
県
考
古
学
会
長
河
口
貞
徳
先
生
の
来
島
を
仰
ぎ
現
地
を
視 

察
・
調
査
中
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
六
日
、
和
泊
・
知
名
両
町
境 

に
近
い
久
志
検
の
中
甫

な
か
ふ

洞
穴
で
爪
型
紋
土
器
を
発
見
し
、
沖
永
良 

部
島
に
旧
石
器
時
代
か
ら
、
つ
ま
り
一
万
年
前
か
ら
人
類
が
住
ん 

で
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
で
沖
永
良
部
島
の
先
史
文
明
は 

数
千
年
も
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
そ
の
後
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
に
発
見
さ
れ
十
二
月
確
認 

さ
れ
た
、
掩
美
島
や
伊
藍
島
（
沖
永
良
部
島
の
可
能
性
が
強
い
） 

等
の
木
簡
が
出
土
し
て
、
沖
永
良
部
島
の
先
史
解
明
に
新
し
い
手 

が
か
り
が
見
つ
か
っ
た
。 

 

さ
い
先
よ
い
、
こ
れ
ら
（
爪
型
紋
土
器
の
発
見
、
木
簡
の
出
土
） 

の
こ
と
ど
も
に
歓
声
を
あ
げ
た
の
は
、
私
ど
も
ば
か
り
で
は
あ
る 

ま
い
。
不
明
だ
っ
た
沖
永
良
部
島
の
先
史
が
除
々
に
で
は
あ
ろ
う 

が
究
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

元
中
学
校
教
諭 

元
町
婦
人
会
長 

元
中
学
校
教
諭 

元
町
婦
人
会
長 

第
十
三

節 

交
通
・
通
信 

 
第
十
四

節 

沖
縄
と
の
関
係 

 

第
十
五

節 

教 
 

育 

 

第
十
六

節 
復
帰
運
動 

 

第
十
七

節 

分
離
中
の
諸
事 

第
十
一
章 

日
本
復
帰
後 

 

第
一
節 

議 
 

会 

 

第
二
節  

教 
 

育 

農
業
共
同
組
合
・
農
業
共 

済
組
合
・
農
業
開
発
組
合 

 

復
帰
後
の
諸
事
・ 

(

付)

登
記
所
沿
革 

 

第
十
二
章 

和
泊
町
の
発
展 

 
 
 
 
 

和
泊
町
史
年
表 

 
 
 
 
 

執
筆
者
一
覧
表 

 
 
 
 
 

あ
と
が
き 

 

喜
坂
三
千
春 

宗 
 
 

昇 

和 

住
一
郎 

花
田 

吉
浦 

伊
勢 

達
一 

 

中
田 

喜
勲 

 

大
山 

安
弘 

日
置 

ミ
ネ 

 
宗 

 
 

昇 

 

伊
勢 

達
一 

 

伊
集
院 

健 

村
栄 

政
美 

永
吉 

 

毅 

同
右 

町
企
画
課
長 

町
農
協
参
事 

元
中
学
校
長 

元
町
助
役 

元
小
学
校
長 

 

消
防
組
合
総
務
課
長 

 

町
中
央
公
民
館
長 

元
町
婦
人
会
長 

 

町
農
協
参
事 

 

元
小
学
校
長 

 

町
総
務
課
長 

町
図
書
館
主
事 

元
町
中
央
公
民
館
長 

 
 

(

枠
内
右
か
ら) 

山
下
堅
四
郎 

佐
々
木
鉄
雄 

伊
集
院 

健 

前
田 

義
村 

重
信 

初
雄 

花
田 

吉
浦 

有
川 

貞
辰 

前
田 

精
造 

宗 
 
 

昇 

中
田 

喜
勲 

永
吉 

敏
人 

 (

上
段
右
か
ら) 

伊
勢 

達
一 

村
山 

英
二 

和
泊
町
誌
編
集
委
員 

喜
坂
三
千
春 

宗 
 

利
武 

大
山 

安
弘 

和 

住
一
郎 

東 
 

一
之 

橋
口 

文
雄 

 (

下
段
右
か
ら) 

喜
井 

利
一 

甲 
 

東
哲 

永
吉 

 

毅 

甲
斐
不
二
男 

竹 
 

王
寛 

日
置 

ミ
ネ 

玉
起 

寿
芳 

谷
元 

義
男 

 
1226 1227 



 
話
は
変
わ
る
が
、
沖
永
良
部
島
の
郷
土
史
を
調
べ
て
い
て
頼
り 

な
さ
を
感
ず
る
も
の
の
一
つ
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
古
い
史
料
が 

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
島
の
文
化
度
が
、
文 

献
時
代
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
、
否
、
達
す
る
の
が
遅
か
っ
た
と 

い
う
こ
と
と
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

た
と
え
ば
、
永
良
部
世
之
主
は
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
） 

に
自
殺
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
宝
永
八
年
（
一 

七
一
〇
）
藩
命
を
受
け
与
人
平
安
山
以
下
五
名
に
よ
っ
て
、
世
之 

主
の
由
来
等
を
調
査
し
藩
庁
に
上
書
せ
し
書
類
は
、
世
之
主
死
後 

二
百
九
十
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
世
之
主
由
来
書
は
、
嘉 

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
平
安
統
が
「
私
先
祖
よ
り
代
々
申
伝
御 

座
候
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
世
之
主
死
後
四
百
三
十
四
年
後
の
記 

述
で
あ
る
。
こ
の
空
間
は
こ
の
島
の
文
化
度
が
文
献
時
代
に
達
し 

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

南
島
で
鉄
器
を
使
い
、
文
字
を
使
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
文
化
段 

階
に
達
し
た
の
が
、
沖
縄
で
は
十
三
、
四
世
紀
、
沖
永
良
部
島
で 

は
十
七
世
紀
以
後
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
の
見
方
を
す
る
向
き
も 

あ
る
が
、
史
料
が
な
い
と
か
、
尐
な
い
と
か
い
わ
れ
る
原
因
は
こ 

こ
ら
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
ゆ
え
に
、
執
筆
者
は
広
く
関
係
文
献
を
あ
さ
り
、
資
料
を 

                          

収
集
し
、そ
れ
を
も
と
に
原
稿
を
書
き
、検
討
し
て
は
書
き
直
し
、 

修
正
を
経
な
が
ら
内
容
の
充
実
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
が
、
学
識 

経
験
共
に
乏
し
く
、
各
委
員
そ
れ
ぞ
れ
本
務
の
か
た
わ
ら
の
原
稿 

執
筆
で
あ
る
た
め
無
理
な
点
が
多
く
戸
惑
い
、
い
た
ず
ら
に
日
時 

の
み
を
重
ね
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

と
は
言
い
な
が
ら
、
執
筆
に
当
た
っ
て
は
各
々
誠
意
を
も
っ
て 

鋭
意
努
力
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
本
誌
全
体
を
通 

じ
原
稿
の
推
敲

す
い
こ
う

も
十
分
で
な
く
、
内
容
・
表
現
と
も
に
不
備
不
適 

な
と
こ
ろ
、
補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と 

思
う
。
本
町
誌
が
町
民
み
な
さ
ん
の
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
、
あ 

す
へ
の
町
政
発
展
の
資
と
な
る
な
ら
ば
、
望
外
の
喜
び
と
す
る
と 

こ
ろ
で
あ
る
。 

 

本
誌
編
さ
ん
に
つ
い
て
各
方
面
の
御
協
力
と
指
導
を
い
た
だ
い 

た
が
、特
に
終
始
て
い
ね
い
に
指
導
下
さ
っ
た
甲
斐
不
二
男
先
生
、 

先
史
解
明
に
当
た
ら
れ
た
県
考
古
学
会
長
河
口
貞
徳
先
生
、
古
代 

史
の
解
明
に
つ
い
て
中
村
明
蔵
先
生
、
郷
土
史
に
つ
い
て
有
川
貞 

辰
先
生
、
そ
れ
に
町
内
有
志
の
方
々
、
終
始
激
励
を
賜
っ
た
町
当 

局
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。 

 
 

昭
和
六
十
年
五
月
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
吉 
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編
集
者 

 

発
行
者 

発
行
所 

 
印
刷
所 

制

作 

せ 

和
泊
町
誌
（
歴
史
編
） 

昭
和
六
十
年
六
月 

一
日 

昭
和
六
十
年
六
月
二
十
日 

和

泊

町

誌

編

集

委

員

会 

鹿
児
島
県
大
島
郡
和
泊
町
教
育
委
員
会 

(

電
話
○
九
九
七
九
―
②
―
○
○
○
九) 

鹿
児
島
県
大
島
郡
和
泊
町
長
武
田
恵
喜
光 

鹿
児
島
県
大
島
郡
和
泊
町
教
育
委
員
会 

振
替
口
座 

鹿
児
島
④
―
六
一
九
〇 

 

渕 

上 

印 

刷 

株 

式 

会 

社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿
児
島
市
南
栄
三
丁
目
―
一 

 
有

限

会

社

三

立

舎 


